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定例議会リポート９月

　平成 29年第３回定例会を８月 31日から９月 26日まで、27日間の会期で開催し、報告案件９件、人事案件

１件、条例の制定２件、条例の改正２件、一般会計補正予算１件、特別会計補正予算３件、決算認定８件、請

願１件、意見書１件、決議１件の審議を行いました。

人　事

◆太宰府市副市長の選任につき同意を求めることについて

　副市長として田
た

村
むら

幸
ゆき

光
みつ

氏を選任したいので議会の同意を求めるもの。

◆一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ 5億 5,695 万７千円を追加し、予算の総額が歳入歳出それぞれ 239 億 4,791 万 8 千

円の補正予算案が提案されましたが、下記の予算案について、設置時期が適切ではないこと、配置目的や

金額の根拠等が不明瞭なことから、削除する旨の修正案を提出し、歳入歳出それぞれ 5億 5,537 万 2千円

を追加し、予算の総額が歳入歳出それぞれ 239 億 4,633 万 3千円の修正可決となりました。

◆太宰府市景観育成地区における建築基準法の制限の緩和に関する条例の制定について
　太宰府天満宮参道景観保全地区内において「付庇（つけびさし）等」がある参道景観を保全する必要が生

じたため、建築基準法の制限の緩和を行うものです。

◆太宰府市長の給与の特例に関する条例の制定について
　太宰府市体育複合施設新築工事の入札に関して、平成２８年６月に行われた住民監査請求に対する不適切

な文書作成及びその後の第三者委員会設置に関する対応について、自らの責任を明確にするため、10月分

の給与月額を、10％削減して 82万 7千円とするものです。

補正予算

主な条例

費　目 予算額 予 算 の 主 な 内 容

総 務 費
38万5千円を
全額削除

行政改革推進費
第5次行政改革大綱策定に向けた行政改革推進委員の委員10人分の報酬と費用弁償を計上。

教 育 費
120万円を
全額削除

学校教育運営費
外部の専門的な知識をもっている専門員 1名の報酬、月 20万円の６ヵ月分を計上。

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

案

件
議案番号 案件名

議

決

結

果

公明党 宰光 真政会 改革の会 市民ネット 新政会 共産党

1 議案第57号
太宰府市長の給与の特例に関する条例の

制定について
否決 × × × × × × × × × × × × × × × × ×

２ 議案第58号
太宰府市副市長の選任につき同意を求め

ることについて
不同意 × × × × × × × × ○ × × × × × × × ×

３ 認定第1号
平成 28 年度太宰府市一般会計歳入歳出決

算認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

４ 認定第２号
平成 28 年度太宰府市国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

５ 意見書第3号
教職員定数の改善及び義務教育費国庫負

担制度拡充に係る意見書

原案

可決
× × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 決議第２号 芦刈市長に対する辞職勧告決議
原案

可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※全員否決の場合も掲載しております。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

公明党　公明党太宰府市議団　　改革の会　太宰府市政改革の会

新政会　太宰府新政会　　　　　市民ネット　太宰府市民ネット

共産党　共産党太宰府市議団

原案可決

修正可決

否　決

不同意


